
原水爆禁止 2016年世界大会-広島決議 

広島からのよびかけ 

 

あなたとあなたの家族、すべての人びとを絶対に被爆者にしてはなりません。あなたの

署名が、核兵器廃絶を求める何億という世界の世論となって、国際政治を動かし、命輝く

青い地球を未来に残すと確信します。 

―「ヒロシマ・ナガサキの被爆者が訴える核兵器廃絶国際署名」より――― 

 

私たちは 71 年目の広島原爆の日を、「核兵器のない世界」への扉を開こうとする新たな

動きのなかで迎えています。核兵器を禁止し、廃絶する条約についての実質的な議論が、

いよいよ国連ではじまったのです。 

核兵器のない世界を実現するための「具体的で効果的な法的措置」を議論する国連作業

部会（OEWG）は、核兵器禁止条約の内容や条約交渉の会議開催を提案するなど画期的な

場となりました。私たちは、作業部会が国連総会に対して、核兵器を禁止し、廃絶する条

約の交渉開始をふくむ具体的な勧告を行なうようもとめます。 

被爆者を先頭に核兵器の非人道性を訴えつづけてきた日本の原水爆禁止運動と世界の

反核平和運動の力が、歴史を切りひらき、新たな前進を生みだしています。世界のすべて

の指導者は、いまこそ被爆地を訪問し、被爆の実相にむきあうべきです。「生きている間に

何としても核兵器のない世界を実現したい」という被爆者の切実な願いに応え、圧倒的な

世論と運動の力で、「核抑止力」にしがみつく国々を包囲し、孤立させましょう。 

安倍政権は、国連作業部会で核保有国の代弁者の役割をはたし、国内では憲法 9条を踏

みにじる戦争法の制定を強行しました。さらに、解釈改憲にとどまらず、9 条明文改憲へ

の野望をあらわにしています。 

戦争法廃止と立憲主義の回復、9 条改憲の阻止をもとめ、労働者をはじめ広範な人びと

が立ち上がっています。学生、高校生、女性、学者などの市民と野党との共同が力強く前

進しています。沖縄では、新基地建設に反対し、海兵隊をはじめ米軍基地の縮小・撤去を

もとめる県民ぐるみのたたかいが大きく発展しています。 

 一人ひとりの市民が行動に立ちあがり、力をあわせて日本と世界を変えていく―こうし

た民主主義の流れをさらに大きく発展させましょう。 

 

いまこそ、核兵器を禁止し、廃絶する条約の交渉開始をもとめる世論の巨大なうねりを

つくりだしましょう。「ヒロシマ・ナガサキの被爆者が訴える核兵器廃絶国際署名」の運動

を、地域ぐるみ、自治体ぐるみで発展させましょう。国連総会、国連核兵器廃絶デー（9

月 26 日）や国連軍縮週間（10 月 24～31 日）などを節目に、草の根からの行動で国際共

同行動を成功させましょう。 

署名運動とむすんで、被爆の実相を学び、大きくひろめましょう。すべての地域・自治

体で「原爆展」や被爆体験を語る集いなどに取りくみましょう。映像、音楽や演劇などさ

まざまな文化的手段、ソーシャルメディアも活用し、被爆者の体験、願い、たたかいを継

承しましょう。原爆症認定制度の抜本的改善とともに被爆者への国家補償をもとめ、援護・

連帯の活動をいっそうつよめましょう。 

非核三原則を厳守・法制化し、アメリカの「核抑止力」＝「核の傘」から離脱して、核

兵器禁止・廃絶条約締結の先頭に立つよう日本政府にもとめましょう。 

 



市民と野党の共同の力で、改憲をもくろむ安倍政権の野望をうちやぶり、戦争法を廃止

しましょう。「オール沖縄」のたたかいと固く連帯し、辺野古新基地と高江ヘリパットの建

設に反対しましょう。米軍基地の縮小・撤去をもとめる運動をいっそうつよめましょう。

日米軍事同盟の強化に反対し、非核平和の日本をつくりましょう。 

原発再稼働に反対し、原発からの脱却と自然エネルギーへの転換をもとめる運動と固く

連帯しましょう。雇用とくらしの破壊、貧困と格差の拡大に反対しましょう。軍事費を削

っていのち・くらし・雇用をまもる運動をつよめましょう。 

 平和・いのち・くらしをまもる願いをひとつに、「非核平和の日本」と「核兵器のない世

界」を実現しましょう。 

 

ノーモア・ヒロシマ ノーモア・ナガサキ ノーモア・ヒバクシャ ノーモア・ウォー 

 

2016 年 8 月 6日 

原水爆禁止 2016 年世界大会-広島 

 

 

広島市は毎年８月６日に、原爆死没者への追悼とともに核兵器廃絶と世界恒久平和の実

現を願って平和記念式典を行い、広島市長が「平和宣言」を世界に向けて発表しています。 

広島・長崎の悲惨な体験を再び世界の人々が経験することのないよう、核兵器をこの地球

上からなくし、いつまでも続く平和な世界を確立しようと、これからも平和宣言は訴え続

けていきます。 

 

 平和宣言 
 

1945 年 8 月 6 日午前 8 時 15 分。澄みきった青空を切り裂き、かつて人類が経験したこ

とのない「絶対悪」が広島に放たれ、一瞬のうちに街を焼き尽くしました。朝鮮半島や、

中国、東南アジアの人々、米軍の捕虜などを含め、子どもからお年寄りまで罪もない人々

を殺りくし、その年の暮れまでに 14 万もの尊い命を奪いました。 

 

辛うじて生き延びた人々も、放射線の障害に苦しみ、就職や結婚の差別に遭(あ)い、心

身に負った深い傷は今なお消えることがありません。破壊し尽くされた広島は美しく平和

な街として生まれ変わりましたが、あの日、「絶対悪」に奪い去られた川辺の景色や暮らし、

歴史と共に育まれた伝統文化は、二度と戻ることはないのです。 

 

当時 17 歳の男性は「真っ黒の焼死体が道路を塞(ふさ)ぎ、異臭が鼻を衝(つ)き、見渡す

限り火の海の広島は生き地獄でした。」と語ります。当時 18 歳の女性は「私は血だらけに

なり、周りには背中の皮膚が足まで垂れ下がった人や、水を求めて泣き叫ぶ人がいました。」

と振り返ります。 

 

あれから 71 年、依然として世界には、あの惨禍をもたらした原子爆弾の威力をはるか

に上回り、地球そのものを破壊しかねない 1 万 5 千発を超える核兵器が存在します。核戦

争や核爆発に至りかねない数多くの事件や事故が明らかになり、テロリストによる使用も

懸念されています。 

 



私たちは、この現実を前にしたとき、生き地獄だと語った男性の「これからの世界人類

は、命を尊び平和で幸福な人生を送るため、皆で助け合っていきましょう。」という呼び掛

け、そして、血だらけになった女性の「与えられた命を全うするため、次の世代の人々は、

皆で核兵器はいらないと叫んでください。」との訴えを受け止め、更なる行動を起こさなけ

ればなりません。そして、多様な価値観を認め合いながら、「共に生きる」世界を目指し努

力を重ねなければなりません。 

 

今年 5 月、原爆投下国の現職大統領として初めて広島を訪問したオバマ大統領は、「私

自身の国と同様、核を保有する国々は、恐怖の論理から逃れ、核兵器のない世界を追求す

る勇気を持たなければならない。」と訴えました。それは、被爆者の「こんな思いを他の誰

にもさせてはならない」という心からの叫びを受け止め、今なお存在し続ける核兵器の廃

絶に立ち向かう「情熱」を、米国をはじめ世界の人々に示すものでした。そして、あの「絶

対悪」を許さないというヒロシマの思いがオバマ大統領に届いたことの証しでした。 

 

今こそ、私たちは、非人道性の極みである「絶対悪」をこの世から消し去る道筋をつけ

るためにヒロシマの思いを基に、「情熱」を持って「連帯」し、行動を起こすべきではない

でしょうか。今年、G7 の外相が初めて広島に集い、核兵器を持つ国、持たない国という

立場を超えて世界の為政者に広島・長崎訪問を呼び掛け、包括的核実験禁止条約の早期発

効や核不拡散条約に基づく核軍縮交渉義務を果たすことを求める宣言を発表しました。こ

れは、正に「連帯」に向けた一歩です。 

 

為政者には、こうした「連帯」をより強固なものとし、信頼と対話による安全保障の仕

組みづくりに、「情熱」を持って臨んでもらわなければなりません。そのため、各国の為政

者に、改めて被爆地を訪問するよう要請します。その訪問は、オバマ大統領が広島で示し

たように、必ずや、被爆の実相を心に刻み、被爆者の痛みや悲しみを共有した上での決意

表明につながるものと確信しています。 

 

被爆者の平均年齢は 80 歳を超え、自らの体験を生の声で語る時間は少なくなっていま

す。未来に向けて被爆者の思いや言葉を伝え、広めていくには、若い世代の皆さんの力も

必要です。世界の 7 千を超える都市で構成する平和首長会議は、世界の各地域では 20 を

超えるリーダー都市が、また、世界規模では広島・長崎が中心となって、若者の交流を促

進します。そして、若い世代が核兵器廃絶に立ち向かうための思いを共有し、具体的な行

動を開始できるようにしていきます。 

 

この広島の地で「核兵器のない世界を必ず実現する」との決意を表明した安倍首相には、

オバマ大統領と共にリーダーシップを発揮することを期待します。核兵器のない世界は、

日本国憲法が掲げる崇高な平和主義を体現する世界でもあり、その実現を確実なものとす

るためには核兵器禁止の法的枠組みが不可欠となります。また、日本政府には、平均年齢

が 80 歳を超えた被爆者をはじめ、放射線の影響により心身に苦しみを抱える多くの人々

の苦悩に寄り添い、その支援策を充実するとともに、「黒い雨降雨地域」を拡大するよう強

く求めます。 

 

私たちは、本日、思いを新たに、原爆犠牲者の御霊に心からの哀悼の誠を捧げ、被爆地

長崎と手を携え、世界の人々と共に、核兵器廃絶と世界恒久平和の実現に向けて力を尽く

すことを誓います。 



 

平成 28年（2016 年）8 月 6 日  

 

広島市長 松井 一實 

 

平成２８年度 「平和への誓い」 
 

「人が焼けるにおいがした」 

 「ある者は、肌が溶けて人間には見えんかった」 

 原子爆弾が落とされた広島の様子を、語り部の方は語ってくれました。 

 思い出したくない、胸が張り裂けそうだ。 

 被爆された人の辛さは、いつまでも、いつまでも終わることはありません。 

 

被爆者の思いや被爆の事実を自らの体験のように、想像するのです。 

 聞きたくても、聞くことができなくなる日が近づいています。 

 一瞬で街がつぶれ、日常や夢を踏みにじられた 

昭和２０年（１９４５年）８月６日 午前８時１５分の出来事を、 

 私たちは、もっと、知りたいのです。 

もっと、伝えたいのです。 

 

悲しみや苦しみを乗り越えた人々の努力によって、 

 広島は青く澄んだ空の下、色とりどりの花が咲く街に復興しました。 

この広島に、今年も、世界各地から、多くの人が訪れています。 

あの日の事実を知るために、平和記念公園を巡り、平和記念資料館を見学し、 

 語り部の方の話を聴き、原子爆弾の恐ろしさを実感しています。 

そして、「あの日の出来事を伝える」と約束してくれた人たち、 

 平和の広がりを感じました。 

 

私たちは、待っているだけではいけないのです。 

 誰が、平和な世界にするのでしょうか。 

 夢や希望にあふれた未来は、 

ぼくたち、わたしたち、一人一人が創るのです。 

 

私たちには、被爆者から託された声を伝える責任があるのです。 

 一人一人が、自分の言葉で、丁寧に、 

 戦争を知らない人へ 次の世代へ 世界の人々へ   

 命の尊さを 平和への願いを   

 私たちが語り伝えていきます。 

 

 平成２８年(２０１６年)８月６日 

           こども代表 広島市立竹屋小学校  ６年 中奥 垂穂 

                   広島市立亀山小学校  ６年 青木 優太 

 


